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▼

一
ダ

0

P

ツ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
》
》
》
シ

ー
、
1
 
心
'
ゞ
'

自
動
操
雫
ラ
ク
タ
等

尾
花
沢
で
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証

ス
マ
ー
ト
農
業
を
現
場
で
真
に
役
立
つ
も
の
に
葛
た
め
農
水
省
で
は
全
国
で
実
証
事
業
を
進
め
て
い
る
。
平

成
飢
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同
事
芙
初
年
度
で
あ
る
平
成
磁
年
度
は
全
国
冊
地
区
が
採
沢
2
力
年
の
瓢
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
一
?
山
形
県
で
実
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
「
ス
マ
ー
ト
業
技
術
に
ょ
る

す
い
か
生
産
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
だ
。
同
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
山
形
県
の
野
菜
産
出
額
1
位
の
す
い
か

生
産
で
冑
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
や
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
な
ど
を
活
用
し
省
力
多
収
の
一
貫
体
系
技
術
構
築
に
取
組
む
も
の
。

ψ
工

す
る
。
ぞ
の
た
め
士
壌
水
あ
た
っ
て
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
握
す
る
た
め
設
耀
し
て
い
る

分
セ
ン
サ
ー
を
譲
し
モ
ニ
駆
動
式
と
空
気
圧
可
動
式
き
目
安
棒
を
、
ド
ロ
ー
ン
か
ら

タ
リ
ン
グ
す
る
。
比
較
し
、
各
作
業
に
適
し
た
一
の
画
像
デ
ー
タ
を
A
1
で
解

令
奨
年
度
の
実
証
で
は
一
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
を
使
い
分
析
す
る
出
荷
予
測
シ
ス
テ
ム

山
形
県
の
す
い
か
は
別
掲

で
も
紹
介
し
て
い
る
通
り
野

菜
の
中
で
ト
ッ
プ
の
能
億

円
。
一
方
で
担
い
手
は
漆
、

そ
れ
に
比
例
し
産
地
維
持
の

た
め
中
核
生
産
者
は
規
模
拡

大
を
進
め
て
お
り
 
1
戸
あ

Ξ

る
が
、
高
齢
化
の
進
展
や
作

業
体
系
の
身
体
へ
の
負
担
が

大
き
い
な
ど
課
題
も
多
く
発

生
し
て
い
る
。

実
証
浜
業
で
は
こ
う
し
た

状
況
を
受
け
、
労
働
時
間
の

勢
削
減
(
円
岬
あ
た
り
ー

た
り
の
面
積
は
拡
^
し
て
い
一
8
0
時
問
か
ら
1
2
0
時
問

■

に
減
ら
し
面
積
拡
大
に
充
て

る
)
、
収
塑
の
帰
%
増
加

^
W
^
あ
^
り
4
・
8
^
ノ
か

ら
5
・
4
ナ
に
)
と
そ
れ
ら

に
ょ
る
堅
窒
額
の
増
加

(
W
あ
た
り
部
万
円
か
ら

1
0
2
万
円
に
)
を
目
指
し
、

省
力
多
収
の
一
貫
祷
体
系

づ
く
有
利
塑
お
実
践
⑤
テ

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
に
ょ
る
労
働

負
荷
軽
藩
一
元
管
理
ソ
フ

ト
に
よ
禽
膿
改
善
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
り
、
産

地
全
体
で
栽
培
面
積
7
2
1

産
出
額
認
億
田
1
戸

、

tあ
た
り
面
飴
岬
(
い
ず
れ

も
平
成
器
年
の
数
地
か
ら

平
成
如
年
ま
で
に
栽
培
面
積

フ
フ
7
訟
塞
出
額
和
億
田

1
戸
あ
た
り
面
積
1
6
0
岬

を
冒
指
す
。

研
究
代
表
機
関
は
山
形
県

(
山
形
県
膿
蒸
合
研
究
セ

ン
タ
ー
園
芸
農
業
研
究
所

北
村
山
農
業
技
術
普
及
課
、

農
業
技
術
環
境
遜
梨
量

防
除
所
)
。
共
同
実
証
機
関

は
山
形
大
学
農
学
部
、
ア
ス

ザ
ッ
ク
咽
欄
南
東
北
ク
ポ

タ
、
ク
ポ
タ
ア
グ
リ
サ
ー
ビ

ス
咽
山
形
パ
ナ
ソ
一
ヲ
ク

咽
ト
ヨ
タ
自
動
車
咽
 
J

A
み
ち
の
く
村
山
、
尾
花
沢

市
と
生
産
者
で
あ
る
尾
花
沢

市
の
沼
沢
儲
。
ま
た
、
令

和
2
年
度
か
ら
は
総
イ
ノ
フ

゛イ
ス
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に

一
、
'
ゴ

二

1

,
＼
ミ
ノ
一
、
N

.
'

際
二

t
J
6
イ
ム
イ

ι
 
1
 
j

゛
ぜ
゛
{
J

゛
八
立

ハ
＼

ι

勲
■

0

フ
ル
ー
ツ
マ
ッ
ト
敷
ミ
収

穫
で
効
果
あ
り
と
の
声
が
あ

つ
こ
0

た
だ
し
、
ア
シ
ス
ト
ス
ー

ツ
に
ょ
っ
て
は
金
券
小
ノ
＼

ら
は
ぎ
に
あ
た
り
、
し
ゃ
が

む
姿
勢
が
と
り
づ
ら
い
と
い

つ
た
声
も
剛
か
れ
た
。

【
出
荷
予
測
に
基
づ
く
有
利

塑
お
実
些
圃
場
内
の
果

実
数
は
収
穫
問
近
に
な
ら
な

い
と
正
確
に
は
わ
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
交
配
日
を
把

」
,
ム
r
1
,

ゞ

野
菜
生
産
省
力
化
へ

山
形
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン

、
゛

、
゛
、
心

営
農
改
言
労
務
・
財
務

.

会
計
の
個
別
経
営
管
理
か

灸
複
数
圃
場
の
作
業
進
捗

状
逗
在
庫
管
理
壁
奪

の
経
営
情
報
を
一
元
管
理
す

る
「
作
業
・
コ
ス
ト
元
管

理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
作

業
コ
ス
ト
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
趣
改
善
を
図
る
。
ま

た
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
生
産

方
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
生

産
者
自
ら
が
チ
エ
ッ
ク
・
改

善
を
図
り
作
業
の
効
率
化

.

収
益
力
強
化
を
図
る
。

令
租
兀
年
度
の
実
証
で
は

同
ソ
フ
ト
導
入
に
ょ
り
W
岬

あ
た
り
全
労
働
時
問
が
6
%

削
減
で
き
た
。
ま
た
、
実
証

農
家
か
ら
は
元
業
時
問
等

を
見
え
る
化
す
食
L
と
で
改

善
点
が
見
入
そ
れ
を
基
に

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
」
「
作
善
問
で
作
樂
の

進
捗
状
況
が
共
有
さ
れ
、
効

率
的
な
作
業
奇
能
と
な
っ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

し
A
ゞ

、
も

一
一
一

影
、

"
ゞ
Y
い
.

ン
J
ト
゛
ν

ゞ

膨
阿
ご
一
.

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
導
入

す
る
技
術
は
①
自
動
操
舵
ト

ラ
ク
タ
に
ょ
る
作
業
器
能

率
化
(
多
工
程
同
時
作
業
、

省
力
防
睦
②
塚
七
病
発
生

予
測
③
省
力
・
多
収
栽
培
法

(
整
枝
法
、
士
壌
水
分
の
見

え
る
化
)
④
出
荷
予
測
に
基

あ
り
、
W
打
あ
た
の
労
働
時

問
は
器
動
削
減
で
き
た
。
令

和
2
年
度
は
走
行
通
路
を
確

j
、

山
形
県
が
ま
と
め
た
2
0
2

0
年
度
の
山
形
県
水
田
フ
ル

活
用
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
高
収
益

作
物
(
野
菜
花
き
・
枝
も

握
。
作
業
者
に
ょ
っ
て
効
果
尋
う
こ
と
で
上
位
等
級
率

、

の
感
じ
方
に
差
が
肴
も
の

四
ト
ン
ネ
ル
支
柱
移
動
や

を
開
発
す
る
。
業
後
早
い

段
雫
出
荷
果
実
数
、
出
荷

時
期
を
把
握
し
、
適
期
収
穫

空
畠
単
価
向
上
を
図
る
。

令
和
元
年
度
は
画
像
か
ら

色
別
着
果
棒
本
数
を
謬
以

上
把
握
出
来
た
。

【
一
元
管
理
ソ
フ
ト
に
よ
る

ー
'ゞ
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、
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せ
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、
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゛
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げ

0
人
前
後
と
埴
え
て
き
て
い
就
農
し
た
若
者
だ
都
会
で
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
人
の
手
 
S
S
の
り
モ
ニ
ン
機
も
あ
脚

る
。
い
い
流
れ
に
な
っ
て
い
の
経
験
を
生
か
し
エ
ネ
ッ
が
欠
か
せ
な
い
畢
圓
の
ピ
ー
つ
た
ら
嫡
し
い
。
電
動
の
川

農

る
の
で
、
召
ナ
で
水
を
差
卜
駆
翠
塑
発
ま
で
確
保
ク
時
労
働
力
の
確
保
が
大
き
鋏
は
軽
労
化
に
な
ぞ
船

さ
れ
た
く
な
い
。
ま
た
山
形
し
た
戦
略
的
な
生
産
で
新
風
な
課
題
だ
。
サ
ク
ラ
ン
ポ
の
る
。
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
は
Ⅷ

歳
で
血
域
の
り
ー
ダ
ー
に
鷲
を
受
け
た
の
が
花
と
畜
産
県
峡
知
事
も
膿
業
振
興
に
を
吹
き
込
ん
で
い
る
が
、
会
収
穫
時
期
の
休
日
に
は
ポ
一
ブ
あ
っ
た
ら
便
利
だ
。
で
っ
Ⅷ

山
形
県
指
鬻
案
士

な
る
っ
と
す
る
意
欲
と
目
標
(
山
形
牛
米
沢
牛
な
ど
)
。
非
常
に
力
を
入
れ
て
く
れ
て
員
の
情
報
交
換
の
場
で
も
そ
ン
テ
ィ
ア
で
県
職
員
の
方
が
思
い
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
艸

会
に
つ
い
て
。

を
持
美
将
来
と
も
農
業
で
そ
の
ほ
か
野
菜
や
6
次
産
業
い
る
。
頑
張
ぞ
や
っ
て
い
う
し
た
一
L
と
が
互
い
に
い
い
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
り
、
研
讐
で
扱
っ
た
だ
ま
川

国
形
県
指
導
農
業
志
=
峡

自
立
し
、
農
業
経
営
に
意
欲
化
で
実
績
を
伸
ぱ
し
て
い
た
け
峡
末
来
は
明
る
い
と
感
刺
激
に
な
っ
て
い
る
だ
べ
早
朝
の
出
勤
前
の
時
間
を
使
だ
ま
だ
改
良
す
べ
き
点
が
脚

県
知
事
か
ら
指
導
農
業
士
と

的
に
取
り
組
む
青
年
農
業
加
工
品
も
直
売
所
ク
ロ
ー
ズ
じ
て
い
る
」
今
の
と
こ
ろ
は
コ
ロ
ナ
で
中
っ
て
ア
ル
〆
イ
ト
に
来
て
く
多
い
。
試
し
て
み
る
場
も
脚

し
て
認
定
を
受
け
た
、
稲
作

責
と
し
く
こ
れ
も
山
形
な
ど
の
影
鷲
が
大
き
か
っ
山
形
農
業
の
強
味
。
断
し
て
い
る
が
・
・
」
れ
る
会
社
員
の
方
も
い
て
助
作
業
現
場
で
な
い
と
、
実
艸

・
果
樹
・
野
菜
・
畜
産
な
ど

陰

臣

i

n

ん
・
施
肥
・
畝
立
て
・
潅
水

チ
ユ
ー
ブ
設
睡
・
マ
ル
チ
展

延
を
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム

と
作
業
機
械
を
遵
入
す
る
こ

と
で
、
1
回
の
作
業
で
多
工

程
の
同
時
作
業
を
行
い
新
規

就
農
者
で
も
熟
練
者
同
様
の

精
度
と
ス
ピ
ー
ド
で
作
業
可

能
で
あ
る
こ
と
実
証
す
る
。

令
扣
亢
年
度
の
実
証
で
は
W

語
ぢ
作
業
時
闇
は
慣
行

と
比
較
し
て
器
兜
削
芋

き
、
畝
立
て
粕
度
は
熟
練
者

と
同
等
と
な
っ
た
。

ま
た
、
防
除
に
つ
い
て
も

適
期
に
短
時
間
で
防
除
可
能

な
よ
、
又
病
害
虫
発
生
予
察

シ
ス
テ
ム
と
自
動
操
舵
+
プ

ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
を
組
み
合

宝翻

碑

今
年
で
創
立
賜
年
を
迎
え

る
山
輩
指
導
業
士
会
。

山
形
県
知
麥
b
血
域
農

券
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
自

ら
先
進
的
な
農
業
経
営
を
実

浅
し
、
地
或
襲
業
の
脹
興
と

郡
、
・二

談
'
,

ミ丁

父
十ル

ジ

L
<
゛
太

号

、

ど
3

゛

L
、

ミj

゛

ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
と
の
防
除

蝕
、
作
業
時
問
比
較
、
作

離
蒋
者
の
労
働
負
荷
器

効
果
の
検
証
も
行
っ
。

震
そ
病
発
生
予
測
】
こ
れ

ま
で
の
天
气
生
育
、
防
除

暦
等
を
基
に
し
た
防
除
判
断

基
準
に
加
一
へ
圃
場
編
山

し
た
小
型
気
象
観
測
装
脳
か

ら
の
デ
ー
タ
を
自
動
解
析

し
、
炭
そ
病
の
発
生
し
や
す

い
条
件
と
な
っ
た
時
に
驚
報

メ
ー
ル
を
生
産
者
に
送
信
す

る
こ
と
で
効
率
的
に
防
除
す

る
こ
と
を
実
証
す
る
。

令
租
兀
年
度
は
警
報
メ
ー

ル
を
受
け
な
が
ら
防
除
を
検

＼＼

式

趣
は
こ
の
ほ
々
直
進
走
内
で
の
旋
回
運
転
を
加
え
、

行
の
み
だ
っ
た
昨
年
に
圃
場
奬
行
防
除
と
自
動
操
堕
プ

ヲ
一

t

゛

、

,
'
 
N

ミ
 
L
 
二
゛

ゞ
●
一>

、
゛

{
゛

11

＼

ノ
"

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
で
労
働
負
荷
軽
減

ー
、
》愚

甑

討
。
同
地
域
で
の
防
除
が
9

回
に
対
し
6
回
と
回
数
を
減

ら
し
つ
つ
被
害
は
同
程
度
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
実

証
農
家
は
「
驚
報
メ
ー
ル
を

受
け
る
こ
と
で
『
今
、
防
除

す
る
か
と
っ
之
を
判
断
す

る
き
っ
か
け
と
な
る
。
た
だ
、

現
状
で
は
一
度
に
全
て
の
圃

場
を
防
除
し
き
れ
な
い
の

賢
意
識
付
け
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。
驚
報
メ
ー
ル
と

ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
広
い
面
積

を
一
気
に
効
率
的
に
防
除
で

き
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と

し
た
。

゛

加
入
し
た
ほ
々
 
A
T
o
y
わ
せ
た
作
業
の
実
証
を
進
め

N
 
フ
ル
サ
ト
エ
業
、
米
沢
て
い
る
。
令
奨
年
度
の
実

米
溢
大
学
が
調
査
協
力
を
行
証
で
は
防
除
作
業
時
問
を
仰

つ
て
い
る
、
%
削
減
し
た
。
た
だ
し
、
葉

題

【
ス
マ
ー
ト
技
術
に
対
応
し
保
し
て
も
収
祭
減
少
し
な

た
省
力
・
多
収
栽
培
香
自
い
よ
う
に
増
収
を
図
る
取
組

動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
の
走
行
通
を
行
う
予
定

罵

路
確
保
の
た
め
、
実
証
区
の

ベ
ッ
ド
面
積
は
慣
行
区
の
約

努
減
少
す
る
。
こ
の
た
め
、

株
あ
た
り
収
蹴
の
向
上
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
^
た
な
一

整
枝
法
霜
考
ぎ
整
枝
迭

を
実
証
す
る
。
ま
た
、
同
方

法
の
整
黒
で
あ
る
果
実
の

大
玉
化
に
向
け
て
適
切
な
施

水
分
鑓
方
法
を
実
証

巴
.

宅

各
技
術
の
概
要
と
そ
の
実

証
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

冨
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
に
よ

る
作
業
の
高
能
率
化
】
一
部

は
手
作
讐
打
っ
て
い
る
圃

場
つ
く
り
の
各
作
業
(
秘
っ

妙

【
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
に
よ
る

労
働
負
荷
軽
減
】
す
い
か
栽

培
の
各
作
業
は
重
い
物
を
持

つ
作
業
や
中
腰
姿
勢
が
多

又
腰
へ
の
角
頂
が
大
き
い

こ
と
が
特
徴
。
こ
の
た
め
、

中
腰
姿
勢
の
保
持
、
果
実
の

持
ち
上
げ
等
ア
シ
ス
ト
ス
ー

ツ
に
ょ
る
労
棚
将
の
軽
減

効
果
を
実
証
す
る
。
実
証
に

襲
へ
の
薬
荏
熱
が
通
路

か
ら
離
れ
る
と
少
な
く
な
っ

た
た
め
竪
が
必
要
と
な

つ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
令
和
2
年
度
で
改
善

す
る
予
定
。
な
お
、
令
和
2
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金
を
活
用
し
作
付
源
を
図

る
ほ
か
、
日
本
初
の
光
セ
ン

サ
ー
に
ょ
る
食
味
評
価
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
さ
ら
な
る

三

W
,
あ
た
り
収
餓
が
愉
%
減
一
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。

少
し
た
も
の
四
糖
度
等
令
扣
亢
年
度
は
各
栽
培
管

級
と
も
慢
行
と
ほ
ぽ
同
等
で
理
貨
へ
の
適
応
性
を
把
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ゞ捻
アシストスーツの現1也での実測胴憲

'怒本.j

西冨

NA3・SL

堆肥化・敷料・マルチング等に最適。

また、バイオマスチップ燃料作りや用途に合わせて

チップ作りが可能。オプションで竹の粉状粉砕も対応可能です。
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■自在キャスター標準装備

■ロック解除口ーブ標準装備

■モミガラ運搬枠(オブション)

すいか1局巻き整枝講習会の様子
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ワンタッチレバー操作と草が巻き付かない刈刃構造
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